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はじめに
栃木県の烏山市「烏山の山あげ行事」、鹿沼市「鹿沼今宮神社の屋台行
事」が平成28年度12月にユネスコ無形文化遺産に登録された事を記念し
て「祭」を主幹テーマにした展覧会「コレクション展Ⅰ特集　寿ぎの
美術」１が栃木県立美術館にて平成29年４月15日から７月２日の会期で開
催された。この展覧会では、祭りに関連する画題・意匠が描かれた作品、
祝賀行事に結びつく器や皇室への献上品に連なる作品など、寿ぎの美が表
された伝統工芸・美術作品であり、なお且つ栃木県ゆかりの作家22名の
32作品が自館収蔵品より選択・展示された。
同美術館は教育普及活動の一環として企画展や展示作品に関連したテー
マで定期的にワークショップを企画しており、筆者が平成29年５月28日
に行った造形ワークショップは美術作家として依頼を受け、プログラムを
作成・実施したものである。
齋藤（2017）２では展覧会の主幹テーマ「祭」を基に伝承文化をテーマ
として栃木県内の関連地域にて造形素材選定のためのフィールドワークか
ら「表現に用いる素材」の適正度を検証し、「子どもの主体的な表現活動
のための素材選び」について論じた。本稿では、造形活動を主体として「音
能動的な美術鑑賞を促すための
「造形・音楽・身体」総合表現活動
－栃木県立美術館におけるワークショップでの実践－
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楽表現」「身体表現」の活動を組み入れた総合的表現活動から能動的な美
術鑑賞を促す試みについてワークショップ実施報告を踏まえて考察する。
１，ワークショップ概要
１－１　題材選定の経緯
まずワークショップの素案作成に際して、美術館企画「コレクション展
１特集　寿ぎの美術」との関連性を図るため伝承文化をキーワードにワー
クショップで使用する素材の検討を行った。その結果、造形制作の主素材
には那須烏山市で製作されている烏山和紙と鹿沼市産こんにゃく粉（従来
種）を選定し、加えて伝承文化や素材にまつわる情報を参加者と共有する
ための資料として烏山和紙の製作工程映像と同地域の祭「山あげ祭り」の
お囃子演奏音源を使用することにした。
さらに使用素材と筆者の創作活動との関連も鑑み、2016年にアメリカ･
ロサンゼルスで発表したインスタレーション作品３の中から「音を見る試
み」で制作された和紙ドラムを取り入れて造形・音楽・身体の総合活動を
意識し、具体的な実施計画案作成に移った。
使用する烏山和紙は県内の卒業証書用に漉かれた和紙の再生紙で、印刷
された文字がそのまま漉き込まれており、めでたき文字が浮かぶ。その和
紙の様相と展覧会名の「寿ぎ」は「言祝ぎ」とも記し、祝いの言葉を意味
することからワークショップのタイトルを「言祝ぎの音《烏山和紙で太鼓
をつくろう！》」４とした。
１－２　ワークショップの目的とねらい
ワークショップ「言祝ぎの音－烏山和紙で太鼓をつくろう！－」では、
造形活動を主体に言語活動、音、リズムで表すなど造形・音楽・身体表現
のそれぞれを表出させた総合的表現活動を行い、協働表現することを通し
て自らの能力や可能性に気付き、感じた事を共有し、より豊かな表現につ
なげる事をねらいとする。
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また前述したとおり、参加者が観覧する「コレクション展１特集　寿ぎ
の美術」展は栃木県にゆかりある作家を中心に、祭りに関する画題で描か
れた近代の日本画・油彩作品および祝賀行事に結びつく器や皇室への献上
品に関連のある工芸作品など計32作品の展示である。それら地域伝承の
文化、工芸・美術の素材や技法を取り入れた造形活動を通して参加者が伝
統的表現形態を体感することにより、能動的な美術鑑賞のための端緒を開
くことを目的とした。
１－３　ワークショップ進行計画表の作成
ファシリテーターである筆者がワークショップの進行計画を立て、担当
学芸員に活動内容、準備する用具・材料、進行計画を確認して必要な材
料・資料の準備に入る。（図－１参照）
造形材料は、太鼓枠となるボイド管５（紙筒　直径200mm、300mmの２
種）を用意し、高さ70mm、150mm、200mmに切断した円形枠を各５個
ずつ合計30個作成。予備として２種のボイド管を各１ｍとその場で切断加
工できるように鋸を２本準備。主材料である烏山和紙、こんにゃく粉（糊
用）と美術館での広報に使用する和紙太鼓２～３個を事前に用意する。絵
具などの描画材、養生シート、ハサミ、カッター類は美術館の備品を使用
することとし、参加者は特に材料を準備せず気軽に参加できるように実施
計画を立てた。
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区分 表現領域－（造形・音楽・身体）
主題
栃木県の伝統工芸に触れて楽
しむ《烏山和紙（程村紙）》
題材名
言祝ぎの音
『烏山和紙で太鼓をつくろう！』
実施日
場所
2017年５月28日（日）
栃木県立美術館
指導時間
午前10：30―12：00
午後 １：30― ３：00
　　（計３時間）
内容
目的：地域で伝承される工
芸・美術の素材、技法に触
れ、造形活動を通してその伝
統的表現形態を体感する。
方法：栃木県那須烏山市で製
作されている『烏山和紙』は、
強靭な和紙で現在県内の卒業
証書の多くに使われている。
このお祝いの言葉（言祝ぎ）
が沢山漉き込まれた再生和紙
を使用して太鼓を作る。完成
後、作品鑑賞と共に烏山市山
あげ祭りのお囃子に合わせて
参加者全員でリズムセッショ
ンを行う。
成果：栃木県立美術館にて展
示中の「とちぎ版文化プロ
グラム“リーディングプロジ
ェクト事業”Collection１特集 
寿ぎの美術 」とリンクさせ、
ワークショップに於いて伝統
工芸・美術の技法、材料を体
感する事により対話による美
術鑑賞を促す。
用具・材料
紙管（直径200mm～300mm）、
和紙、こんにゃく糊（鹿沼市
特産）、彩色用絵具（水彩、
アクリル絵の具）、ハサミ、
カッター、木工用ボンド、雑
巾、バケツ、水、ドライヤー
備考
作業机は養生する。
汚れてもいい服装で参加して
もらう。
（図－１）ワークショップ進行計画表
進行・計画
過程 内容・留意点
導入（10分）
制作
午前（90分）
午後（90分）
完成
鑑賞
まとめ
・ 挨拶、自己紹介。作品制作見本を
提示して完成イメージを明確にす
る。烏山和紙について簡単に解説
・ 午前中に行う作業、昼休みを挟ん
で行う作業、完成までの制作工程
を説明する。（素材、材料の説明）
・ 材料配布（紙管・和紙・糊・描画
材料等）（10分）
＊ 紙管は数種類の大きさを用意す
る。
＊ 太鼓の皮になる部分に用いる和紙
は、予め繊維の方向をクロスさせ
２枚貼り合わせた物を配布する。
--------- 作業開始 ---------
① 配布した烏山和紙に描画材料を用
いて彩色を施す。主にアクリル絵
の具等の乾燥後、耐水性になる描
画材を使用する。㊟水彩、水性
マーカー等で彩色した場合は『に
じみ』が生じる事を告げる。（効
果として用いるのは可）
②描画完成（①～②20分）
③ こんにゃく糊を用いて太鼓の皮を
貼る。
＊作業工程を実演で説明する。
＊ 和紙に糊を塗布する、コラージュ
をする作業は、カッターマットの
裏面を使用する。
④ 太鼓皮貼り完成（③～④30分）計
90分
------ 午前の作業終了 ------
　 （昼食・参加者は美術館にてコレク
ション展を鑑賞など）昼休憩90分
------ 午後の作業開始 ------
⑤ 太鼓胴面、裏面に自由に装飾を施
して完成させる。（⑤30分）
⑥ 作品鑑賞　完成した太鼓の色、
形、それぞれ叩いて音を出し、音
色や響きの違いを楽しむ。
⑦ 烏山市山あげ祭りのお囃子の音を
流し、そのリズムに合わせて参加
者全員で太鼓を叩いて遊ぶ。（音
楽及び身体表現）
　（⑥～⑦30分）
ワークショップの感想など発表して
終了。
主題案制作者名 齋藤千明
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１－４　活動広報詳細
2017年４月上旬よりイベント情報を掲載した美術館のリーフレット・
SNS・ホームページにて下記①～⑧の内容で参加者を募った。また「コレ
クション展１寿ぎの美術」展開催に合わせて美術館正面入口にて和紙太鼓
の作品見本を提示し告知した。
①　日時　2017年５月28日（日）　午前10：30－15：00（集会室）
②　講師　齋藤千明（美術作家）
③　定員　20名（事前予約制・先着順）　
④　対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
⑤　費用　材料費700円
⑥　 持ってくる物　太鼓に飾りで貼りたい紙、布、シールなど　昼食
　　（外食も可能）
⑦　 内容　栃木県那須烏山市で作られている ｢烏山和紙｣ は大変丈夫な和
紙で、県内の卒業証書の多くに使われています。このお祝いの言葉
（言祝ぎ）が沢山漉き込まれた和紙を使って太鼓を作ります。自分だ
けの「ことほぎの音」をさがしてみましょう。
⑧　講師プロフィール（略）
・ワークショップは、10時半から15時までとゆったりとしたスケジュー
ルで、午前・午後を合わせて３時間の活動時間とした。参加者は、美術館
が開館する９時30分から10時半までの１時間と昼休みの90分間、ワーク
ショップ終了後から閉館までの約２時間を利用して館内の常設展示および
企画展示を鑑賞することができる。
・保護者同伴の場合幼児の受け入れも可能とした。
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２，ワークショップの実践報告
２－１　開始準備
ワークショップ開始１時間ほど前から会場準備に入る。各テーブルに画
材、材料を配布、映像投影の準備後、美術館学芸員２名、ボランティア２
名と造形活動の予定、内容確認をする。前日の宇都宮市内小学校の運動会
が雨天で中止となり、その振替日となったことで数組の参加キャンセルの
連絡があった。サポート人員が４人おり、造形活動の時間も余裕をみて進
行計画を立てているので希望者があれば途中参加も可能とした。
２－２　導入
参加者を迎え入れ、開始の挨拶後、ワークショップへの導入を兼ねて自
作の解説を行った。（参加者人数　大人　８名　小学生　４名　保護者１
名）
和紙に摺った木版画と和紙で作った洋服（紙衣）作品を数点提示し、テー
ブルを囲んで素材・材料と制作方法（伝統技法）について解説を行った。
参加者が紙衣を羽織るなど素材に触れ体感することによりこれから行う造
形活動への興味を喚起する働きかけとした。（図－２）
（図－２）
次に会場設置のスクリーンにて烏山和紙の製造工程を紹介する映像を投
影。紙漉きの素材、技法の専門用語などは参加している幼児に対してはな
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るべく分かりやすい言葉に置き換えて補足説明を行い、コミュニケーショ
ンをはかった。（導入20分）　（図－３）
（図－３）
２－３　描画・彩色作業
これからつくる太鼓の仕上がりのイメージ、絵柄、模様のデザイン案を
具体化するための動機付けの一つとしてワークショップ導入からそのまま
烏山「山あげ祭り」のお囃子音源を背景音楽（Back Ground Music、以下
BGMと略記）で流しながら制作に入っていく。
まず筆者が太鼓の制作方法について作品見本を示しながら段階を追って
説明する。参加者は、好きな太鼓枠の大きさを選び、それに合った和紙と
デザイン用の紙（下書き・アイデアスケッチ用）を配布し、準備ができた
方から描画作業に入る。描き方は自由。下書きをせずに直接描いても、下
書きを丁寧に描いてからでも良い。それぞれのペースで進める。
次の３点は、太鼓の打面と縁になる部分の彩色、描画を施す作業での活
動援助者が留意すべき点である。
①　 筆が動かない子どもには、和紙に漉き込まれた文字や模様を探してそ
の形から着想を膨らませるように促すなど対話をしながら進める。枠
に和紙を張ってからでも彩色は可能なので作業を急がせる必要は無
く、考える時間を確保し表現意欲を引き出す援助、言葉がけを重視す
ることが肝要である。
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②　 使用画材の選択に迷っている場合は仕上がりのイメージを訊いて適切
な描画材料、方法をアドバイスする。描画･彩色の後にこんにゃく糊
を前面に塗布し水分を与えるので乾燥後耐水性となるアクリル絵の具
が適正ではあるが、色のにじみを出したい場合などは水性絵具やマー
カー等の利用も効果的である。実際に試し描き、描画方法のデモンス
トレーションをして仕上がりのイメージを具体化する事で画材選択を
容易にする。
③　 和紙を初めて使用する子どもたちは、造形活動で使用することの多い
画用紙との特性の違いに戸惑うことが推測される。「上手く描く」「き
れいに塗る」というような完成度を求めるのみに終始せず、自分の意
図とは違う画面の表情に対して、発想を広げて偶然性を楽しみながら
創作できるよう造形活動の援助者は対話の中から仕上がり・完成のイ
メージを共有して作業援助を行う。但し、修正や加筆をしても完成イ
メージに近づくことができず、始めからやり直したい、描き直したい
と申し出た場合は新しい描画用紙を用意して改めて描き直すこととす
る。（描画作業30分）
当日申込者４名が11時頃から参加した。まず、造形活動の概略を説明
し、その後筆者とテーブルを回って他の参加者が行っている描画作業を見
学させながら作業手順を確認してもらい造形活動に移行した。作業補助と
してボランティア１名が付いた。
事前申込の参加者は、ワークショップの内容について美術館ホームペー
ジやリーフレットにて概要を把握しており、予めデザインを決めていた参
加者もいた。当日申込者も作品見本を示したこともあり、さほど悩まずに
絵柄を決定し、スムーズに描画作業に入ることが出来たようである。今回
の題材は「太鼓をつくる」立体造形（工作）が主の為、太鼓の打面や縁に
施す描画・彩色は好きな模様や色を気負いなく感覚的に構成して楽しんで
いるように見えた。美術作品鑑賞において抽象絵画と対峙した際、児童に
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限らず大人でもどう観たらよいのか、何が良いのか、受け止め方が分から
ないという事例が多いが、造形活動のなかでも工作や工芸などの作品制作
においては生活の中に抽象的な表現が付随しているため抵抗なくイメージ
を抽象化できることが分かり今後の教材として大変興味深い。
２－４　糊の塗布と貼り合わせ作業
描画・彩色作業を行っている間、作業ボランティアのひとりが予め水に
浸けて柔らかくしたこんにゃく粉（精粉）を湯煎しながら練り、糊の準備
をする。（分量は、水1000mlに対してこんにゃく精粉５～６ｇ）
描画作業が終わった頃合いで和紙を紙枠に張る作業説明に入る。
生のこんにゃく芋をすり下ろして作る場合は強い刺激性を生じるがこん
にゃく芋を精製粉末化したもの（＝精粉）は刺激性が全く無いので素手で
扱う事ができる。乾燥すると強い固着力と耐水効果があり、日本では古く
から和紙工芸において使用されてきた糊である６。
精粉から作ったこんにゃく糊は、無色透明のゼリー状で粘りが強い。幼
児から児童の造形活動で一般に用いられるタピオカ粉を使用したデンプン
糊、アラビアゴムの液状糊などと比べると固着するまでに時間はかかるが
紙などの貼り直りも容易にでき、手で塗布してもべとつかず手残りしない
のでゆっくりと作業を進めたい場合には便利である。アレルギー物質を含
まないため素手で安全に塗布することが出来る。特に今回は粘り気があり
ながらさらっとした独特な触感を子ども達に楽しんでもらう為、ゴムベラ
や刷毛を使わず素手で直接和紙に塗布し、紙枠に太鼓皮を貼り付けた。
（作業後のインタビューではほぼ全員がこのこんにゃく糊の塗布作業が非
常に楽しかったとの感想が得られた。）
制作に使用する枠の大きさ、貼り合わせる和紙の枚数、和紙の厚みと張
り具合（強さ）で太鼓の音が変わることを説明する。敲いた時の音の高低
や音圧など、どうすれば好みの音が作れるか完成見本を参考にそれぞれア
イデアを出して材料を選択する。
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紙枠を選択した参加者から貼り合わせに入る。こんにゃく糊は、貼り合
わせる和紙の表面だけでなく紙枠にもたっぷりと塗布し糊を馴染ませる。
この作業は、パネルに和紙を張り込む際に使われる基本的な技法で「捨て
糊」と言い、接着を強固にする効果がある。余白を均等にして和紙を紙筒
に乗せ、太鼓の胴になる部分に余白の和紙がなるべく細かい折り目（ひだ）
になるように引っ張りながら接着していく。
胴の接着面に出来る和紙の皺は、軽く爪を立てるようにし、指先を使っ
て少しずつ繊維をほぐすように均していくと気泡も抜けて密着しきれいに
仕上がる。この作業は、木版用本ばれんの当皮７を作る伝統技法と同じ手
法である。
２－５　造形表現―オリジナル作品
筆者が各テーブルを回り進捗状況を確認していると、和紙を貼り終えた
小学生の参加者から両面太鼓をつくりたいという要望があった。時間に余
裕があったので自由に制作出来るように予備材料を渡し、両面張りの要領
を助言して作業を継続してもらった。このワークショップは参加者の年齢
に幅がある為、基本の造形活動は、なるべくシンプルな作業で作品を完成
させることが出来、且つ、幼児から大人までそれぞれの造形活動のスキル
によって創意工夫が出来るよう余地を含ませたプログラムになっている。
これは筆者がこれまで関わってきたワークショップを統括して見た場合、
ファシリテーターからの提示の中から「選択する」ことに誘導されてしま
い、完成形を目指した造形活動になり、独自の思考・感覚に基づくデザイ
ン造形に対して消極的になる傾向が見られたからである。
平成29年告示小学校学習指導要領図画工作編の教科の目標に於いて、
新たに（１）対象や事象を捉える造形的な視点について自分の意見や行為
を通して理解するとともに材料や用具を使い、表し方などを工夫して創造
的につくったり表したりすることができるようにする。（２）造形的な良
さや美しさ、表したいこと。表し方などについて考え、創造的に発想や構
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想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることが
出来るようにする。（３）つくりだす喜びを味わうとともに感性を育み楽
しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い豊かな情操を培う。と明記
されている。
「両面太鼓をつくりたい。どうしたら良い？」という小学生からの問い
かけは、自分の感覚や行為を通して理解し、さらに自分の思いを基に表し
方などの創造的な発想・構想を膨らませる為の端緒であると言えよう。
２－６　作品の乾燥
午前中の活動は太鼓枠に和紙を貼る作業で終了する。ワークショップ当
日は天候に恵まれ強い日差しがあったため美術館集会室の入口で昼休憩の
間、天日干しにて作品を乾燥させた。（乾燥90分）
（図－４）
２－７　美術館作品鑑賞
昼休憩に入る前にこのワークショップの関連展示である「特集コレク
ション展１寿ぎの美術」の展示内容について解説を行い、昼休憩の90分、
またはワークショップ終了予定の午後３時以降から閉館までの時間を利用
して作品鑑賞を促した。
造形活動で和紙に描いた際の絵具の発色、にじみ、筆跡を体感すること
により展示セクション《絵画にみる寿ぎのかたち》８の日本画の技法（紙
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本着色・紙本墨画、絹本着色・絹本墨画・淡彩）で描かれた作品における
作品表層の印象・技法面からも観察することができるようになり、より深
く作品を鑑賞し読み解く手がかりとなり得たものと推考する。
２－８　造形活動から音楽・身体表現への接続
午後の活動は13時から開始した。参加者は天日乾燥させておいた和紙
太鼓（行程２－５）の乾燥程度、和紙皮の張り具合、紙筒との接着面を確
かめる。紙筒から剥がれ打面にたるみなどが生じている場合は、太鼓の打
面全体に霧吹きを使って水で湿らせ、和紙の繊維を充分伸ばしてから糊を
補充して丁寧に接着、補修する。
乾燥が足りない場合は天日干しの時間を少しとるか、軽くドライヤーで
熱風を当てて乾燥を促進させる。その際に軽く手のひらで敲き、張りが柔
らかい時の音を確かめる。
太鼓にヒートンを取り付け、紐を通して持ち手を作り、リボン・シール
等を持参した参加者は必要に応じて装飾を施し、和紙太鼓を完成させる。
作品完成に近づくと所どころから太鼓を試し打ちする音が聞こえ始め
た。打楽器、特に素手で直接敲く太鼓は、身体の動き、力、関わり方（行
為）そのものがダイレクトに反映された音が鳴る。最初は和紙の強度を確
かめるように遠慮がちに軽く敲いていたので柔らかく小さな音だったが、
お囃子の音量を少しずつ上げて流していくと曲のテンポに合わせリズムを
取るようにして自由な表現活動が始まった。
祭囃子は祭の行事に伴って演奏される為、その形態により曲調は様々で
ある。ゆったりとしたリズムで演奏されるものもあれば、烏山の山あげま
つりや鹿沼の屋台まつりのように非常に早いテンポで「囃し立てる」曲調
もある。
ワークショップの導入時に造形素材、材料説明と共にお囃子の音源も流
したが、参加者は、これから行う造形活動の説明に伴う資料として視聴し
ており、「音をつくる」そして「演奏する」とイメージを繋げて聴くのは
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難しい。午後の活動開始後、繰り返しBGMとしてお囃子の音を流すこと
により、大太鼓、小太鼓、笛、鉦、鼓それぞれの音色や響きと演奏の仕方
との関わり、曲想と音楽の構造などとの関わりに気付く９動機付けとした。
山あげまつりの最終日には、お囃子の激しさを競う奉納行事「ぶんぬき」
が行われる。この行事は、笛を合図に太鼓や鉦が徐々にそのテンポを増し
て鳴り響き、リズムの良さ、音の大きさ、力強さ、持続力を競い合う激し
い拍子と身体表現が一致した熱気あふれるお囃子合戦である。鹿沼市の屋
台まつりに於いても同じように「ぶっつけ」と呼ばれるお囃子の演奏を激
しく競う行事がある。相対した囃子連に調子を狂わされず自分の演奏を貫
く行為は、神威による加護を願い五穀豊穣、平和への感謝を「音楽」に込
めた表現であり、「音楽」を供物として奉納するゆえにそこにかける思い
の強さを競い合い主張する。
このような身体表現も伴った「音」の競い合いについて、子ども達に印
象を訊いたところ、ラップ・ミュージック、ヒップホップ・ミュージック
等の現代の音楽手法・歌唱法に類しているとの感想が得られた。実際に子
ども達は短い言葉・単語に音を乗せて太鼓を敲くなど言語表現を伴った音
楽表現を自然に行っていた。自分が敲いて出た音が反響し、他の音と共鳴
して返ってくる。それぞれの太鼓の音・リズムを意識し、間を読む非言語
コミュニケーションが自然と取られていた。
（図－５）
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３，造形・身体・音楽表現の総合活動から美術鑑賞へ
このワークショップのプログラムは、午前の造形活動では伝統的な素
材、技法を展示作品とリンクさせて紹介し、造形素材の「触感」を体感さ
せた。午後の活動は、「聴覚」からの刺激を主にして音楽・身体表現を中
心に行い、午前と午後の活動で創作に伴う感受の方法を変えることで、よ
り多角的な作品鑑賞への誘導を試みた。
これらにより「祭」を全体のテーマとして展示された作品を鑑賞する際、
複数の感覚情報を想起させることでモチーフとなった風景・場景をより精
細なイメージとして感じ取れるようになったのではないかと推考された。
４，まとめ
美術館での教育普及活動の一環として行われる造形ワークショップにお
いて、美術作家がプログラムを立案してファシリテーターとなり活動する
効果としては、イメージを具現化することの難しさ、楽しさについて自ら
の経験にもとづいて説示し、適切な造形技術の援助を提供できることにあ
る。
参加者が主体的に活動を始められるように美術作家が行う促進
（Facilitate）は技術面だけでは無い。美術館に展示されている多様な表現
の作品鑑賞においても、一時的に創作者側の視点に立ち感覚を共有するこ
とにより作家の表現活動を敬愛し、その作品を享受するための素養を培う
機会になり得ると考える。
感性を豊かにすることで、日々の生活や身近な環境の中に心を動かす出
来事・良きもの・美しきものを見いだせるようになり、それらによって励
起される共感・慈しみ・畏怖・至福などの様々な感覚を他者に伝えるため
に表出させることが「表現」であり、その方法、形は、じつに多様性に満
ちている。今回のように幼児から大人まで幅広い年齢層の参加者が同じ
テーマで活動を共にすることにより、それぞれの表現の違いを受け入れ読
み解く事が可能になる。即ち総合的なアプローチによる表現活動によって
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実践される能動的な美術鑑賞である。
このワークショップ「言祝ぎの音―烏山和紙で太鼓を作ろう―」が参加
者の興味を引き出し、地域の伝承文化・素材、その表現と作品理解につな
げる一助となったのであれば幸いである。
１　栃木県立美術館　とちぎ版文化プログラムリーディングプロジェクト事業
２　齋藤千明（2017）「伝承文化をテーマとしたワークショップのプログラム作成－子ど
もの主体的な表現活動のための素材選びについて－」白鷗大学教育学部論集2017, 11
（3）, pp, 37-51
３　作品「蒼穹渇鴉図」　“Crow’s eye view of blue sky without water” 18th Street Arts 
Center 1626 Gallery#2 Santa Monica CA, USA
４　齋藤千明（2017）白鷗大学教育学部論集2017，11(３)， pp, 41-44
５　主に建築現場において用いられる。コンクリートスラブ・梁・壁といった建築物の構
造体を貫通させる穴（スリーブ）を空ける時に使用する紙管。
６　竹内孝夫　こんにゃくの中の日本史（2006）講談社
７　水性伝統木版の摺りの行程で使われる ｢ばれん｣ の一部。あて皮は、和紙を幾重にも
重ねてわらび粉糊で接着し、仕上げに絽の着物地を被せて漆で固めたもの。竹皮で編
んで渦巻き状にまとめた芯を納める皮のことを指す。
８　栃木県立美術館　とちぎ版文化プログラムリーディングプロジェクト事業「コレクショ
ン展Ⅰ特集　寿ぎの美術」
９　平成29年３月告示　小学校学習指導要領音楽編
49
能動的な美術鑑賞を促すための「造形・音楽・身体」総合表現活動
